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研究成果の概要（和文）：猫が肥満することにより、インスリンシグナリングの発現が低下し、

インスリン抵抗性の原因となる可能性が示唆された。また、肥満の猫は高炭水化物食によりイ

ンスリンの分泌が刺激された。 

 

研究成果の概要（英文）：This study suggested feline obesity induce decreased expression of insulin 

signaling and it leads insulin resistance. Also, high carbohydrate diet induces high insulin response in 

obese cats. 

 

交付決定額  

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

平成 22年度 1,400,000 420,000 1,820,000 

平成 23年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

平成 24年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

年度    

  年度    

総 計 3,600,000 1,080,000 4,680,000 

 

 

研究分野：農学 

科研費の分科・細目：獣医学・臨床獣医学 

キーワード：糖尿病・猫・インスリン・人工膵臓・インスリン抵抗性 

 

１．研究開始当初の背景 

組織におけるインスリンシグナリングは

インスリン抵抗性患者や糖尿病患者の組織

発現に変動が認められ、細胞内でのインスリ

ン代謝や抵抗性を評価するマーカーとなる

と考えられている。しかしながら、獣医学領

域において肥満猫における、インスリン感受

性組織におけるインスリンシグナリングの

変化についてはほとんど報告がない。 

 

 

２．研究の目的 

(1)肥満猫において、健常と比較してインスリ

ンシグナリング mRNA発現量を解析し、それ

らの遺伝子発現量がインスリン感受性組織

におけるインスリン代謝や、インスリン抵抗

性を反映するパラメーターとなるかを明ら

かにする。 

 

(2)肥満猫を用いて様々な食事を与え、血糖変

動、インスリン分泌および脂質マーカーに及
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ぼす影響を検討する。食事には高炭水化物食

と、高たんぱく、低炭水化物、高繊維食であ

る糖尿病療法食 3種を用いる。 

 

３．研究の方法 

 

肥満猫を作成し、血漿代謝産物を測定し評価

を行う。また、実際の組織におけるインスリ

ンシグナリング発現に変化が認められるか

を検討する。その後、同じ肥満猫に食事負荷

試験を行い食後の血糖値、インスリン値、血

清中性脂肪濃度、血清遊離脂肪酸濃度を測定

する。 

 

４．研究成果 

 

(1) 無制限給餌により肥満猫を作成すること
に成功した。肥満の定義として理想体重
よりも 25％体重が増加しているものを肥
満とした。 

(2) 肥満猫において血漿代謝産物では健常猫
と比較して大きな違いは認められなかっ
た。 

(3) 組織（脂肪組織）におけるインスリンシ
グナリングは肥満猫において有意に低下
し、インスリンシグナリングが低下して
いることが確認された。これは血漿代謝
産物に変化が起こる前に低下しているた
め、今後肥満の早期マーカーとして有用
であることが示唆された。 

(4) 肥満猫における 4 種類の食事の給与によ
りそれぞれの食事で血糖変動とインスリ
ン分泌および脂質マーカーに大きな違い
が認められた。 

 

① 以下の図は食事給与後の血糖値変動を示
している。高炭水化物食(C/D)に比べ糖尿病療
法食(M/D,W/D,Diabetic)では血糖値が低く推
移していることがわかる 

②以下の図は食事給与後のインスリン分泌
を示している。高炭水化物食(C/D)に比べ糖尿
病療法食(M/D,W/D,Diabetic)ではインスリン
が分泌が低く推移していることがわかる 

よって高たんぱく、低炭水化物、高繊維であ
る糖尿病療法食は肥満猫において食後の血
糖値を下げ、インスリン分泌も節約されるた
め、肥満の改善や、糖尿病の予防に有用であ
ることが分かった。 

 

③以下の図は食事給与後の血清中性脂肪濃
度変動を示している。食後の血清中性脂肪濃
度の変化には 4種の食事間で大きな違いは認
められなかった。短期間の食事給与（一週間）
では食事中の脂肪含有量の違いにより血中
の中性脂肪に及ぼす影響は少ないと考えら
れる。 

 

 

④以下の図は食事給与後の血清遊離脂肪酸
濃度を示している。高炭水化物食(C/D)に比べ
糖尿病療法食(M/D, Diabetic)では血清遊離脂
肪酸濃度が高く推移していることがわかる。
これは糖尿病療法食の炭水化物含有量が低
いことにより、インスリン分泌が低下しその
結果、脂肪組織において脂肪の異化作用が起
こり、遊離脂肪酸濃度が上昇していると考え
られる。このことから、低炭水化物食は脂肪
組織より遊離脂肪酸を異化させ、体重減量効
果が期待できると考えられた。今後長期にお



ける食事試験が必要であると考えられる。 
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